
インドネ、 シア・スマトラ 鼻汁大規模地震及びインド 洋津波被害に 

関連して被災地に 入られる方への 感染症情報 

1 . 出国に際しての 注意 

被害地域への 渡航を予定されている 被災者のご親族、 マスコミ関係者、 N PO . NGO 

や 政府関連の災害救援隊、 ボランティアの 方々へ、 今後、 現地に滞在するに 当たり予想さ 

れる問題点 は ついて、 お知らせいたします。 

[ 水や食料から 感染する感染症 ] 

広範囲で清潔な 飲料水が不足しているため、 安全ではない 水の飲用、 食物の摂取、 不十 

分な 衛生状態、 熱帯性気候に 関連して、 三上 乏 、 陽二ノ ヱ 、 細菌性赤痢、 ム空肝炎、 三型 

肝炎などの感染症の 流行が予測されます。 

( 対策 ) 

ペットボトルなど 安全で適切な 飲料水の確保、 塩素化消毒剤、 簡易浄水キット、 消毒用 

アルコール等に 加え、 できる限り、 下痢病等に関する 医薬品などを 持参してください。 

A 型肝炎に対しては、 ワクチンの接種が 勧められます。 

ワクチン接種のできる 検疫所、 医療機関については、 下記の検疫所まで、 問合せてくだ 

さい。 

インドへの滞在には、 ポリオ、 保健医療関係の 業務を行う場合は、 針刺し事故等による 

二型肝炎の感染防止に 、 特に注意してください。 

[ 動物由来の感染症 ] 

不十分な衛生状態が 長く続くことにより、 ネズミなどの げっ 歯類の排泄物により 感染す 

るレプトスピラ 症 や 、 寄生しているノミにより 感染する ぺ ストも問題となる 可能性があ り 

上 上 
ま工。 

また、 蚊の繁殖が増加してくれば、 蚊の吸血により 感染するマラリア、 デンバ熱、 日本 

脳炎などの流行も 懸念されます。 

( 対策 ) 

防虫スプレ一の 持参、 長袖 長 ズボンの着用と、 できる限り、 必要な医薬品などを 持参し 

てください。 



[ その他の感染症 ] 

被災地では損壊 物 が多く生じており、 現地の活動中に 負傷した場合、 破傷風にかかる 可 

能性があ ります。 

( 対策 ) 

破傷風に対しては、 ワクチンの接種が 勧められます。 

今後、 被災地への渡航を 予定されている 方で、 渡航に関する 健康上の相談があ る方は 、 

下記の検疫所まで、 ご 連絡ください。 

2. 帰国に際しての 注意 

現在、 帰国者に対し、 質問票の提出をお 願いし、 検疫所において 健康調査を実施してい 

ます。 ( ぉ l 」添の通知を 参照してください ) 

検疫所では、 無料で健康相談、 診療を行っておりますので、 体調に少しでも 変調を来し 

たと思われるときは、 あ なた自身の健康管理のために、 検疫所の診察室に 必ずご相談くだ 

さい。 

また、 検疫所ホームページ (httD:// Ⅷ W. fo 「 什 ・ 9O. j   /) も参照してください。 
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各 検 疫 所 長 殿 

検疫所業務管理室長 

スマトラ神地震で 被災した国々から 来航する船舶・ 航空機における 検疫対 

応等について 

昨年末にインドネシアのスマトラ 島 沖で発生した 大規模地震及びそれに 伴っ 

て発生した津波により、 インドネシア、 タイ、 インド、 スリランカ、 モルジブ 

などの国々に 重大な被害がもたらされている。 

WHO は、 地震発生直後から 水の汚染や衛生状態の 悪化による感染症の 発生 

を警告している。 最新の報告では、 被災各国では 下痢が蔓 延、 インドネシアや 

タイではマラリア、 デンバ熱も広がりつっあ るとしている。 

上記のような 状況から、 今後、 被災国から帰国される 救助関係者及び 旅行者 

等については、 下記のとおり 一層の注意を 払い検疫を実施されるよ う 要請する。 

- 己 

1. 被災国のうち、 現在質問票による 検疫を実施していないマレーシア、 スリ 

ランカ、 モルジブ、 セーシェル諸島についても 当分の間、 帰国者等に対する 検 

疫は、 各空港検疫所においては、 機内で配布・ 記入された質問票を 回収し対応 

すること。 
2. 船舶の検疫については、 従来通り無線検疫にて 対応すること。 ただし、 被 

災国を発寄港し 来航する旅客船については、 臨帖 ( 着岸 ) 検疫とし、 乗客に質 
問票の記入を 求め対応すること。 その他の船舶についてほ、 事前通報等から 乗 

組員等の健康状態 ( 下痢、 腹 痛、 発熱等の有無 ) について情報を 得るとともに、 

異常が認められた 場合には、 塩船 ( 着岸 ) 検疫を実施し、 適切に対処すること。 
3. 被災国における 感染症の流行・ 蔓 延は、 今後拡大されることが 予想される 

ことから、 被災国からの 帰国された方に 対する一層の 注意喚起を行 う こと。 併 

せて、 被災国へ渡航される 方からの健康相談については、 的確な情報提供等の 

対応を図ること。 


